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 一番いい日本語の習い方　（三番目）

 ヤマサの学生さんのみなさんは同じことを探しています。それは何か知っていますか。

・・・日本語を勉強する一番いい方法ということです。

 学生の私たち、同じレベルから日本語を勉強し始めました。あ、い、う、え、お、それから、「こんにちは」と「ありがとう」を習いました。その後、私たちは日本語をたくさん勉強しました。

しかし今のクラスのみんなは強点は同じではありません。たとえば、誰かは上手に漢字が書けて、ほかの人は聞く練習は本当に簡単だと思っています。クラスが一つなのに、能力はさまざまです。「どうしてですか」とよく考えました。

二つのことだけによって、人の日本語の能力を定められます。それは「努力」と「選択」です。

もし頑張らないで、勉強したら、あまり話さなかったり、読まなかったり、書かなかったりしたら、もちろんあまり上達しません。 一方、努力をだして、一所懸命全部を分かってみて、質問をたくさん聞いて、勉強したら、早く上達できます。

しかし、選択も大切です。たとえば、もし一生懸命役いらない言葉を、使わない文法を勉強したら、役に立しません。それに、やる気は下がってきます。もしあなたにとって簡単なことだけを勉強したら、楽しいかもしりませんが、あまり上達しません。それで、何を勉強する選択に注意ください。

弱点を勉強するべきです。

それから、どうやって勉強するべきですか。一番いい選択は何ですか。

世界中に多くの学生が日本語を勉強しています。でも、まだ一番いい勉強方法がはっきり分かりません。理由は、一番いい勉強方法が一つではありません。学生の目標によって違うと思います。

 たとえば、もしあなたの目標が新聞を読めるようになることだったら、聞く練習は役に立たないし、面白くないです。もしあなたの目標がうっとりさせるような女のコと話せるようになることだったら、一所懸命読解を勉強するのはつまらなくいです。

つまり、あなたの一番いい勉強方法を見つけるために、出来るようになりたいのを見つけるのは必要です。

日本語は、みんなは違う目標がありそうです。この部屋のみなさんの何人かは日本の会社に入りたがっています。ほかの人は日本人の家族と話したがっています。もし目標がなかったら、楽しい趣味として、日本語にはまって、勉強しています。

もしあなたは目標があれば、出来るだけ早くその目標に到着したいですね。時間を無駄にしたくなくて、さらにやる気を残りたがっています。

さっきの話したように、日本語を早く習うのは二つのことだけが必要です。「努力」と「選択」です。

弱点を見つけて、努力を出しなければなりません。それから選択をしなければなりません。

 その選択をちょっと考えてください。日本語を使って、何ができるようになりたいですか。

ありがとうございます。

